自然災害モデルは仄かな灯火？
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このところ大きな被害を伴う自然災害が多発している。こうした中、ある損害保険会社から自然災害によって予想される保険金支払額を災害発生直後に算出することを委託された。まだ被害の全容が不明な中、自然災害損害予測モデルを使って予想される保険金支払額を算出した。そして、その時点の被害情報から受けた印象からするとかなり大きすぎるのではないかと思われる金額が算出された。実損害額と合致するかどうか、不安はあったものの、ともかく算出された金額を提出した。そして数ヵ月後、見込み支払額の総額が出た。その額は我々の予想支払額の約1割増し程度の大きさで、予想がほぼ的中した結果となった。その後しばらくしてその会社の役員の人と会った時、たまたまこの支払額予測の話が出た。当方は、ほぼ的中したとの成功感を持って話しているのだが、どうも先方の反応がおかしい。率直に尋ねてみると、その役員の方は「1割もの開きがある。予想は外れている。」とおっしゃる。損害予測の不確実性に対する感覚が当方と先方で大きな開きがあることを知り少々唖然とした。

一般に自然災害の損害予測には大きな不確実性が含まれる。偉大な自然に対して人間の叡智が及ぶ範囲はほんの一部である。自然災害モデルは、知りうるものを可能な限り駆使して、そして人智の及ばない部分は仮定の上に仮定を重ねて構築されたものである。これらの仮定に合致した場合、予測は実際とよくあうし、逆に合致しなかった場合は外れる。モデルを利用する場合には、予測結果に少なからない不確実性が含まれることを十分承知した上で利用することが肝要である。欧米ではモデルを積極的に活用し良好な業績をあげている保険会社も多い。こうした会社のいずれに人に聞いても、「モデルは極めて有用だ。しかしモデルを盲目的に信用していけない。」と口を揃える。モデルは将来という暗闇を仄かに照らす灯火のようなものではないかと思っている。真っ暗闇を手探りで進んでいくより、仄かな灯火を頼りに慎重に進んでいくのが安全だ。灯火で少々先が見えるからといって大またですたすた歩いていけば、いつかは必ず躓いてしまう。

一方、モデルを提供する我々は、その灯火の明るさを増す努力を続けていかなければならない。自分のモデルは最も優れているとか、予測した結果に間違いないとか、傲慢になったり自惚れたりしてはいけない。大きな自然災害が起こればモデルを使って検証するなど、モデルのより一層の向上に努めなければならない。モデルを提供する側と利用する側が、頻繁に情報交換して相互理解を深め努力していくことこそが、今後の損害保険事業の発展につながるものと考えている。

